
 

第６学年１組　理科 学習指導案 
 

​            日　時　令和７年10月31日（金） 

​         授業者　吉木　勇気 
 

１　単 元 名　　水溶液を見分けよう〜水溶液の性質とはたらき〜 
　　 

２　単元の目標 

・水溶液には、酸性、アルカリ性及び中性のものがあること、水溶液には気体がとけているものがあ

ること、水溶液には金属を変化させるものがあることを理解するとともに、観察、実験などに関する

技能を身に付ける。（知識及び技能） 

・水溶液の性質や働きについて、問題を見出し、予想や仮説をもとに解決の方法を発想し、表現する

ことができる。また、実験によって得られた結果から、とけている物による性質や働きの違いについ

て、より妥当な考えをつくりだし、表現することができる。（思考力、判断力、表現力等） 

・水溶液の性質や働きについての事物現象に進んで関わり、粘り強く、他者と関わりながら問題解決

しようとしたり、学んだことを学習や生活に生かそうとしたりする態度を身に付ける。（学びに向か

う力、人間性等） 

　 

３　単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①水溶液には、酸性、アルカリ性及び中

性のものがあることを理解している。 

②水溶液には、気体がとけているものが

あることを理解している。 

③水溶液には、金属を変化させるものが

あることを理解している。 

④水溶液の性質について、観察、実験な

どの目的に応じて、器具や機器などを

正しく選択して、正しく扱いながら調

べ、それらの過程や得られた結果を適

切に記録している。 

①水溶液の性質や働きについ

て、問題を見いだし、予想や仮

説を基に、解決の方法を発想

し、表現するなどして問題解決

している。  

②水溶液の性質や働きについ

て、観察、実験などを行い、と

けているものによる性質や働き

の違いについて、より妥当な考

えをつくりだし、表現するなど

して問題解決している。  

①水溶液の性質や働きについ

ての事物・現象に進んで関

わり、粘り強く、他者と関

わりながら問題解決しよう

としている。  

②水溶液の性質や働きについ

て学んだことを学習や生活

に生かそうとしている。 

 

４　本時の主張 

　本校理科部で目指す自立した学び手の姿は、『自然の事物・現象にわくわくし、学習をふりかえり

ながら、科学的に探究(問題解決)し続ける姿』である。こうした子どもたちの姿を実現するために、

本単元導入場面にあたる本時の学習は、以下の場面設定でスタートする。 

　①理科準備室に保管にしていた水溶液の正体が分からなくなってしまった（水溶液Xと呼ぶ）。 

　②水溶液Ｘ正体は、「食塩水、重曹水、炭酸水、うすい塩酸、うすいアンモニア水」のいずれかで

ある。 

　上記②は教科書にも登場する5つの水溶液だが、食塩水以外は子どもたちが授業で初めて出会う未知

の水溶液である。また、最初に子どもたちに提示する際には密閉容器に入れているため、それぞれの

水溶液は見た目では全く区別がつかない。こうした状況の中で、子どもたちが既習事項を生かして考

えたり、水溶液の性質を捉える視点を仲間と出し合ったりしながら実験することを通して、わくわく

しながら科学的に問題を解決していく姿を期待している。 

　そのための手立てとして、本授業では主に以下の３つの策を講じる。 

 

（１）子どもたちが考える助けとなるものを用意しておく。 

　重曹水、アンモニア水、塩酸といった未知の存在に対して、名前を聞くだけではイメージすらもて

ず、戸惑いからすぐに考えをもつことができない子どもの姿が想定される。そんな子どもたちへの支

援として、密閉した透明容器に５つの水溶液を入れたものを用意して理科室前の机に置いておく。こ

れらを近くで見ることで「フタを開けて臭いをかいでみたら分かるかも･･･」「炭酸水ならフタを開け

るとシュッと泡が出るかも･･･」と子どもたちが考えをもつきっかけとなるようにする。また、同様の



 
目的で、商品として販売されている「粉末の重曹」や「塩酸を含む洗剤」「アンモニア水を含む虫刺

されの薬」なども用意しておく。いずれも子どもたちが必要に応じて自ら選んで確認できるようにし

たいと考えている。 

　 

（２）Googleスプレッドシートを活用して子どもたちが常に他者参照できる環境を整える。 

　これまでの理科の問題解決を通して、子どもたちは、自分（自分の班）の実験結果だけでなく、友

達、他の班の実験結果も踏まえて思考することで、より妥当な考えをつくり出せるということを学ん

できている。子どもたちが他者参照できるようにするためのGoogleスプレッドシートの活用は、リア

ルタイムに互いの考えを共有することができたり、挙手して発表することが苦手な友達の考えも知る

ことができたりするなど、利点が多いと考える。 

　本時の学習においても、友達や他の班の実験方法や実験結果を参照しながら思考することを通し

て、「やっぱりそうだよな」と確信を強めたり、「なるほど、そんな方法でも調べられたのか」と自

分たちの考えを広げたり（必要に応じて再実験したり）しながら、問題解決を進めていく姿を期待し

ている。 

 

（３）「個人で考える時間」と「班で考える時間」を設定する。 

　本時の学習では、「個人で考える時間」と「班で考える時間」をそれぞれ意図的に設定する。こう

することで、まずは「何とかして自力で考えようとする（そのための手立ては（１）（２）に記

載）」力を身につけ、自分の考えをもっているからこそ進んで班の仲間と考えを共有することができ

ると考える。自分が考えたことを班の仲間と出し合って実験計画を立てることを通して、方法や手順

などについて、考えを広げたり深めたりしながら、未知の自然事象を含む問題に対して、わくわくし

ながら科学的に解決していこうとする姿を期待している。 

 

 

５　指導と評価の計画（全14時間　本時１時間目／14時間） 

時

間 

ねらい・学習活動 重

点 

記

録 
備考 

１ 

本 

時 

・食塩水、炭酸水、うすい塩酸、うすいアンモニア水、重

曹水のうち、どれか分からなくなってしまった「水溶液

Ｘ」と出会い、これから解決する問題を設定する。 

問題：水溶液の正体を確かめるには、どうしたらよいだ

ろうか？ 

・問題に対する考えを、まず個人でもち、班ごとに意見を

出し合いながら実験の計画を立てる。 

・班ごとに水溶液Ｘの正体を明らかにするための実験（見

た目、蒸発乾固、臭いをかぐ等）を行う。 

主  主学態①/【行動観察・記述分析】 

・友達と対話しながら実験方法

を考え、解決の見通しをもっ

て実験しようとしている。 

・本時の学習を振り返り、自分

の考えの変容を記述しようと

している。 

２ 

 

・前時の実験の続きを行う。 

・実験が終わった班から、結果をもとに考察を行う。また

は必要に応じて追加実験を行う。 

・実験結果から考察したことを共有し、水溶液Ｘの正体の

確認、問題に対して結論付ける。 

まとめ：水溶液の正体を確かめるには、見た目やにお

い、蒸発させてとけているものを調べればよい。 

 

思  思・判・表②/【記述分析】 

・自分の班、友達の班の実験結

果をもとに考察し、妥当な考

えを表現している。 

３ ・前時の実験での気付きや疑問から、さらに調べてみたい

こと（蒸発させても何も出てこない水溶液には何がとけ

ているのか？など）を出し合う。 

・気づいたことや疑問に思ったことから、新たな問題を設

定する。（炭酸水のラベルをヒントにするなどして） 

思  思・判・表①/【記述分析】 

・前時の実験結果から気づいた

ことや不思議に思ったことを

もとに、これから解決したい

問題を考え、表現している。 



 

問題：炭酸水には何がとけているのだろうか？ 

 

４ ・前時に設定した問題について、実験して確かめる。 

まとめ：炭酸水には二酸化炭素がとけている。（水溶液

には気体がとけているものがある。） 

 

知 ◯ 知・技②/【記述分析、発言分析】 

・実験結果から、炭酸水には二

酸化炭素がとけていることを

理解し、記述している。 

５ ・食塩水と重曹水が見分けにくかったことを想起しなが

ら、リトマス紙を使って水溶液を仲間分けできることを

知り、解決したい問題を設定する。 

問題：リトマス紙を使うと、水溶液をどのように仲間分

けすることができるのだろうか？ 

・５つの水溶液について実験して確かめる。 

知  知・技④/【行動観察・記述分析】 

・安全かつ正確に実験を行うた

めに、必要な道具を適切に扱

い、結果を記録に残してい

る。 

６ ・実験結果から考察し、問題に対するまとめを行う。 

まとめ：リトマス紙の色の変化によって、水溶液は３つ

に仲間分けすることができる。（酸性・中性・アルカ

リ性） 

 

知 ◯ 知・技①/【記述分析】 

・リトマス紙を使って5つの水

溶液を酸性・中性・アルカリ

性に仲間分けし、正確に記録

している。 

７ 

８ 

・金属製品の注意書きについての気付きや疑問から（３時

間目の気付きや疑問から）解決したい問題を設定する。 

問題：水溶液には、金属を変化させるものがあるのだろ

うか？ 

・塩酸に鉄とアルミニウムを入れ、金属の変化について確

かめる実験を行う。 

思 ◯ 思・判・表①/【記述分析】 

・設定した問題を解決するため

の方法を条件を制御しながら

発想し、表現している。 

９ 

10 

・実験結果から考察し、問題に対するまとめを考える。 

まとめ：塩酸には、アルミニウムや鉄などの金属を変化

させる働きがある。 

・気付きや疑問から、さらに解決したい問題を設定する。 

問題：塩酸にとけた金属はどうなったのだろうか？ 

・問題に対する予想を立て、実験を行って確かめる。 

・実験結果から考察する。 

考察：塩酸にとけた金属は塩酸の中にあると言える。た

だし、正体は分からない。 

・考察したことから、さらに解決したい問題を設定する。 

問題：金属がとけた液から出てきた固体は、もとの金属

と同じ物なのだろうか？ 

 

知 

思 

◯ 知・技④/【行動観察・記述分析】 

・安全かつ正確に実験を行うた

めに、必要な道具を適切に扱

い、結果を記録に残してい

る。 

 

思・判・表②/【記述分析】 

・実験結果をもとに、結果から

言えることと言えないことを

整理し、表現している。 

11 ・前時に設定した問題に対する予想を立て、確かめる方法

を考える。 

・実験に必要な器具の準備を行う。 

思 ◯ 思・判・表①/【記述分析】 

・設定した問題を解決するため

の方法を条件を制御しながら

発想し、表現している。 



 

12 

13 

・前時に考えた方法（塩酸に入れる、水に入れる、磁石に

引きつけられるかどうか）で実験を行う。 

・実験結果から考察し、問題に対するまとめを考える。 

まとめ：金属がとけた液から出てきた固体は、もとの金

属とはちがう物である。 

 

主 

知 

◯ 主学態①/【行動観察】 

・友達と対話しながら複数の実

験結果を根拠に、固体の正体

を考えようとしている。 

知・技③/【記述分析】 

・金属がとけた液から出てきた

固体はもとの金属とはちがう

物であることを理解し、記述

している。 

14 ・活用問題に挑戦し、学んだことをより確かにする。 

これまで学んだことを活かして、「水溶液クイズ」をつ

くろう！ 

 

主 ◯ 主学態②/【記述分析・行動観察】 

・本単元で学んできたことを活

かして、水溶液クイズをつく

ろうとしている。 

 

 

６　本時の学習 

(1) 目標 

・正体の分からない水溶液Xの正体を明らかにするための方法を考え、友達と対話しながら、見通しを

もって実験しようとしている。（学びに向かう力・人間性等） 

(2) 展開　　　　　　　　　　 

主な学習場面と子どもの取組 教師の支援と評価 

１．事象との出会い 

・理科の授業の準備中、水溶液の正体が分から

なくなってしまった！ 

・食塩水、炭酸水、重曹水、うすい塩酸、うす

いアンモニア水のどれかなのは間違いない。 

・子どもたちの発言をもとに、これから解決したい

問題を設定する。 

問題：水溶液Ｘの正体を確かめるには、どうす

ればよいだろう？ 
（候補：食塩水、炭酸水、重曹水、塩酸、アンモニア水） 

 

２．問題に対する自分の考えをもつ。 

・見た目で比べてみる。（まず泡が出ているかどう

かで炭酸水か判断する。） 

・においをかいでみる。（アンモニアって臭いって

聞いたことがあるので、水溶液Ｘの臭いと比べてみ

れば分かるかもしれない） 

・蒸発させてみる。（蒸発させればとけているもの

が出てくるはずなので、水溶液Ｘとそれ以外を蒸発

させて出てきたものの様子で比べれば分かるかもし

れない。） 

・金属を入れてみる。（塩酸は金属をとかすと聞い

たことがあるので、金属を入れてどうなるか様子を

比べれば分かるかもしれない。） 

・本時の学習の流れをClassroomに投稿して

おき、子どもたちが必要に応じて自由に確

認できるようにしておく。 

・透明な密閉容器に５種類の水溶液を入れて

置いておくことで、子どもたちから「にお

いをかいでみたら分かるかも」「振って見

た目を比較したら分かるかも？」など、解

決の見通しにつながる発言を引き出しなが

ら問題を設定できるようにする。 

 

 

 

・子どもたち一人一人が自分の考えをもつこ

とができるよう、まずは個人で考える時間

を設定する。その際、自分の考えをスプ

レッドシートに入力できるようにすること

で、必要に応じて他者参照しながら考えら

れるようにする。 

・重曹の実物、塩酸やアンモニア水が使われ

ている製品を用意しておき、「蒸発乾固」

「においをかぐ」などの実験方法の発想に

つなげられるようにする。 

・個人の考えをもとに「においのかぎ方」

「安全ゴーグル」「換気」などについて扱

い方を紹介し、子どもたちが安全に実験で

きるようにする。 

 



 

３．個人の考えを班で出し合い、班の実験方針を決

める。 

・見た目はすぐに調べられるから、これはすぐやろ

う！炭酸水かどうかはすぐに分かりそうだね！ 

・においをかぐのもすぐにできそうだよね！ 

・食塩水と重曹水は蒸発させると白い粉が出てくる

はずだけど、塩酸とアンモニア水って何が出てくる

んだろう･･･？ 

・水溶液Ｘを蒸発させてみて、まずどんな物が出て

くるか調べてみれば良いんじゃない？それで他の５

つの水溶液と比べれば分かるかも！ 

・じゃあ、まず「見た目」と「におい」を確認し

て、その後で「蒸発」の実験をすればいいね！ 

 

 

４．水溶液Ｘの正体を確かめるための実験を行う。 

・近くで見ても見た目が違うから、とりあえず炭酸

水ではなさそうだな。 

・Ｘを蒸発させても何も出てこなかった！不思議だ

けど、少なくとも食塩水と重曹水ではないと言えそ

うだな！ 

・アンモニア水も塩酸も蒸発させても何も出てこな

かった。Ｘの正体はこのどちらかかな？ 

・アンモニア水はすごい臭いがする！Ｘとは臭いが

違うから、これも除外できそうだな。 

 

 

 

５．本時の学習をふりかえる。 

・はじめは塩酸とアンモニア水のことが全く分から

ずに実験方法が思いつかなかったけど、友達の考え

を聞いて、蒸発させたりにおいをかいだりすれば確

かめられるんだと分かりました。見た目とにおいで

炭酸水とアンモニア水ではなさそうだと分かったの

で、あとは蒸発させてＸの正体を突き止めたいで

す！ 

・ホワイトボードを準備しておき、班のメン

バー全員で対話しながら実験方針を決めら

れるようにする。 

・班の仲間と対話ができていない子どもに

は、「（班で考えた方法について）〜さん

はどう思っている？」などと問いかけ、対

話を促すようにする。 

・子どもたちが安全に実験できるよう、班の

実験方針が決まったら、実験前に授業者に

実験方法を説明しに来るよう伝え、そのタ

イミングで必要な指導を行う。 

・「リトマス紙を使いたい」という班があれ

ば、用途を確認し、準備と使用法の確認を

約束し、最後に行うように伝える。 

 

・蒸発乾固にかかる時間を短縮できるよう、

５つ穴蒸発皿も使えるよう用意しておく。 

・食塩水と重曹水の２つを区別できずに困っ

ている子どもには、困っている理由を尋ね

たり、水溶液Ｘの実験結果と比較してみる

ことを提案したりし、本来解決したい問題

に立ち返ることができるようにする。 

・スプレッドシートに結果、考察、まとめを

入力できるようにしておくことで、他の班

の実験方法や得られた結果を参照しなが

ら、より妥当な考えを作り出すことができ

るようにする。 

 

・スプレッドシート（理科日記）に「理科日

記を書くときの視点」のリンクを貼り付け

ておくことで、子どもたちが必要に応じて

確認しながら学習を振り返ることができる

ようにする。 

評価（主体的に学習に取り組む態度） 

・理科日記に、ふりかえりの視点の「自

分の考えの変容」と「自分の考えが変容

したきっかけ」を記述している。（理科

日記の記述） 

 

  

 

(3) 評価 

主体的に学習に取り組む態度（主に理科日記の記述で評価し、行動観察は補助的に評価に活かす） 

十分満足できると判断される状況 概ね満足できると判断される状況 支援を要する状況への手立て 

・概ね満足と判断される状況に加

えて、時間軸（既習事項を生か

したこと、次時への見通しな

ど）や「日常生活との結びつ

き」などを記述している。 

※上記の項目については、行動観

察を併用して補助的に評価を行

えるようにする。 

・ふりかえりの視点の「自分の考

えの変容」と「自分の考えが変

容したきっかけ」を記述してい

る。 

※上記の項目については、行動観

察を併用して補助的に評価を行

えるようにする。 

・班の話し合いに教師も参加

し、対話できていない児童

に問いかけを行うなどして

対話を促す。 

・「理科日記を書くときの視

点」を参考にしながら、本

時の学習をふり返って入力

するように声をかける。 



 
 


